
（現地＋オンライン配信）「1階小会議室 103＋104」
参加費　一般 3,000円／企業 10,000円

プログラム
9：00－9：05 開会の辞
 　代表世話人　小坂　仁（自治医科大学 小児科学）
9：05－9：45 共催セミナー1　（共催：中外製薬株式会社）
 　座長： 山形 崇倫（自治医科大学医学部）
 「神経変性疾患に対するRNA治療開発」
   佐橋 健太郎（名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科学）
9：50－10：30 特別セミナー （共催：アレクシオン ファーマ合同会社）
 　座長： 秋山 倫之（岡山大学医学部 小児神経科）
 「低ホスファターゼ症について」
   田島 敏広（自治医科大学 小児科学）
10：30－12：00 症例検討・研究発表
 　座長： 吉田　登（順天堂大学医学部附属練馬病院 小児科）
   衞藤　薫（東京女子医科大学 小児科）
12：10－13：10 ランチョンセミナー　（共催：エーザイ株式会社）
 　座長： 村松 一洋（自治医科大学 小児科学）
 「経口AMPA型グルタミン酸受容体拮抗薬ペランパネルの創薬研究」
   花田 敬久（エーザイ株式会社DHBLオフィス ポートフォリオマネジメント部）
13：20－14：20 トランスレーショナルリサーチのすすめ ①画期的治療法開発に向けて
 　座長： 小須賀 基通（国立成育医療研究センター 遺伝診療センター 遺伝診療科）
          大橋 十也（東京慈恵会医科大学医学部看護学科 健康科学疾病治療学）
 1．「ニーマン・ピック病C型の創薬標的としてのセラミド代謝酵素の可能性」
   中村 浩之（千葉大学大学院薬学研究院 薬効薬理学研究室）
 2．「核酸医薬を用いた神経希少疾患に対する個別化医療の課題と展望」
   中山 東城（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 脳神経内科）
14：25－15：05 共催セミナー2　（共催：バイオジェン・ジャパン株式会社）
 　座長： 菊池 健二郎（埼玉県立小児医療センター 神経科）
  「核酸医薬の上市から５年が経過した脊髄性筋萎縮症診療」
   荒川 玲子（国立国際医療研究センター病院 臨床ゲノム科）
15：10－16：10 トランスレーショナルリサーチのすすめ ②神経代謝病の治療戦略
 　座長： 奥山 虎之（埼玉医科大学 ゲノム医療科 希少疾患ゲノム医療推進講座）
   村松 慎一（自治医科大学医学部 神経遺伝子治療部門）
 1．「ライソゾーム病に対する治療開発」
   小林 博司（東京慈恵会医科大学総合医科学研究センター 遺伝子治療研究部）
 2．「先天性糖鎖異常症の治療開発―先天性GPI欠損症を中心に―」
   村上 良子（大阪大学微生物病研究所）
16：15－16：55 特別講演　（共催：サノフィ株式会社）
 　座長： 衞藤 義勝（一般財団法人脳神経疾患研究所 先端医療研究センター）
  「治療可能な代謝性疾患を見逃がさない」
    村山　圭（千葉県こども病院 代謝科／順天堂大学医学部 難治性疾患診断・治療学）
16：55－17：00 閉会の辞

代表世話人　小坂　仁（自治医科大学 小児科学）
主催 : 神経代謝病研究会　　共催：自治医科大学 小児科学

〈お問合せ〉 株式会社SKアペックスプラン
 TEL：03-3523-3722　FAX：03-3523-3723　E-mail：info@skap.jp

URL:  https://www.snmd7th.jp/


